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調査課 http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/ 令和4年発⾏

川は、いろいろな⽣きものをみつけられるほか、釣りをしたり、泳いだり、多くの⽅が楽しく利⽤
しています。しかし、場所によっては、深いところや流れのはやいところなど、危険なところもた
くさんあります。
川で遊ぶときには、以下のことに注意して、安全に楽しみましょう︕

天⻯川上流河川事務所では、⽔⽣⽣物調査を毎年実施しています。
参加者の⽅からは「楽しかった」「勉強になった」「また参加したい︕」との声をたくさんいただい
ているとともに、リピーターの⽅も年々増えています。
調査に参加すると、川を⾒るだけでは気づけなかった新たな発⾒や経験ができるかもしれません。
⽔⽣⽣物調査を通して、⾝近な川のことをより深く知ってみませんか︖来年も多くの⽅のご
参加をお待ちしています︕
なお、調査の⽅法、⽣きものを⾒分けるための資料などを
まとめたパンフレット「天⻯川の⽔をしらべてみよう」を
天⻯川上流河川事務所のホームページで公開しています。
ぜひそちらもご覧ください。

天⻯川上流河川事務所ホームページ︓キッズコーナー
⽔⽣⽣物調査に関するページ

http://www.cbr.mlit.go.jp/tenjyo/work/kids.html

⼀⼈では⾏かない、
必ず友達や⼤⼈と
⼀緒に⾏こう︕

ウォーターシューズ
など、かかとがある
くつを履こう︕

溺れないために、
ライフジャケットを
⾝に着けよう︕

熱中症にならない
ように、帽⼦をかぶ
ろう︕

▶天⻯川総合学習館「かわらんべ」 川遊びのルール
https://www.kawaranbe.net/kawaasobi-rule/

▶国⼟交通省 河川⽔難事故防⽌週間ホームページ
https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/anzen/index1.html

河川⽔難事故防⽌に
関するホームページ 

ちょう さ  けっ  か

天⻯川上流
てん てん  りゅうりゅう  がわがわ  じょうじょう  りゅう りゅう

令和4年度
すいすい せいせい

ちょうちょう さ

せいせい ぶつぶつ

https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/pdf/unnkodoriru.pdf
▶国⼟交通省・河川財団×うんこドリル「うんこドリル 川の安全」
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トンボ類 コオイムシ

ゲンゴロウ類 ミズスマシ

カクツツトビケラ類

マダラカゲロウ類 チラカゲロウ

カワゲラ類 ヒラタカゲロウ類

ヘビトンボ

令和4年度
水生生物調査参加の皆さんきれいな⽔きれいな⽔

水質判定できる生物（指標生物）の例

カワゲラ類カワゲラ類

ややきれいな⽔ややきれいな⽔

きたない⽔きたない⽔ とてもきたない⽔とてもきたない⽔

コオニヤンマコオニヤンマ

シマイシビルシマイシビル サカマキガイサカマキガイ

川の中で暮らす⽔⽣⽣物（⽔⽣昆⾍や⾙類など）は、⽔質
（⽔のきれいさ）や流れの速さなど、わずかな環境の違い
によってすむ種類や数が変わります。
このことから、ある⽔質を特に好む⽣きもの（指標⽣物）
を調べることで、その場所の⽔質を判定できます。

今年も昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の対策
を⾏いながらの開催となりました。
昨年度よりは少し⼈数も増やし、天⻯川では定員50名、⽀川
では河原の広さに合わせて定員20〜30名としましたが、今
回も⼤変多くの⽅から参加の申込みをいただき、全ての地点
で抽選となりました。
天候不良により、複数の地点で中⽌となってしまいましたが
多くの⽅の協⼒のもと、調査を実施することができました︕

7⽉28⽇（⽊）

天⿓橋（天⻯川）

飯⽥市⿓江

1

7⽉28⽇（⽊）

上溝橋（松川）

飯⽥市上郷別府

2

7⽉29⽇（⾦）

明神橋（天⻯川）

⾼森町下市⽥

3

7⽉29⽇（⾦）

新虻川橋（虻川）

豊丘村神稲

4

8⽉2⽇（⽕）

天の中川橋（天⻯川）

中川村⽚桐

5

8⽉2⽇（⽕）

新前沢橋（前沢川）

中川村⽚桐

6

8⽉4⽇（⽊）

天⻯⼤橋（天⻯川）

駒ヶ根市下平

7

8⽉4⽇（⽊）

⼤⽥原橋（太⽥切川）

駒ヶ根市下平/宮⽥村⼤久保

8

8⽉5⽇（⾦）

平成⼤橋（天⻯川）

伊那市下新⽥

9

8⽉9⽇（⽕）

伊那路橋（天⻯川）
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45⼈

16⼈

37⼈

17⼈

40⼈

箕輪町中箕輪

10

8⽉9⽇（⽕）

伊那富橋（横川川）

⾠野町⾠野

11

8⽉25⽇（⽊）

⻯東橋（三峰川）

伊那市上新⽥

12

1 2

調査では、⽔⽣⽣物をつかまえて、「①どんな種類の⽣きものが⾒つかったか」、「②どの種類の⽣きものが多
かったか」を調べ、その川の⽔質を4段階（きれい・ややきれい・きたない・とてもきたない）で判定します。
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太⽥切川太⽥切川

前沢川前沢川

調査場所 位置図

※数字は地点番号
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︓天⻯川
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調査

方法
の

１ 2 3 4

川で⽣きものをとる ⽣きものを種類でわける ⽣きものの名前を調べる 指標⽣物の数で⽔質を判定

調査について

※雨天により中止となったため、事務局で実施

※雨天により中止となったため、事務局で実施 ※雨天により中止となったため、事務局で実施

⽔⽣⽣物調査では、主に「流れが速くて川底が⽯」の場所で⽣きものをとりましたが、川には、平瀬や早瀬、ワ
ンドなど様々な環境があり、その場所にあった姿・形や⽣活スタイルをもった⽔⽣⽣物がすんでいます。種類
の多さも川の環境が良いことを知る⽬安になりますので、いろんな環境で⽣きものを探してみましょう。

場所ごとにいろいろな水生生物がすんでいる

流れが緩く植物が多い場所
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調査結果

カワゲラ類
ヒラタカゲロウ類
ナガレトビケラ類
ヤマトビケラ類
アミカ類
ヨコエビ類
ヘビトンボ
ブユ類
サワガニ
ナミウズムシ
コガタシマトビケラ類
ヒラタドロムシ類
ゲンジボタル
コオニヤンマ
カワニナ類
ミズカマキリ
ミズムシ
タニシ類
シマイシビル
ユスリカ類
チョウバエ類
アメリカザリガニ
エラミミズ
サカマキガイ

⽔
質
階
級
Ⅰ

⽔
質
階
級
Ⅱ
⽔
質
階
級
Ⅲ
⽔
質
階
級
Ⅳ

⽔ 質

⽔ 質 階 級 Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

4 2 3 2
1 0 1 0
5 2 4 2

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

7 3 1 0
2 1 0 0
9 4 1 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

5 2 1 0
2 0 0 0
7 2 1 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

7 1 0 0
2 0 0 0
9 1 0 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

7 4 2 2
0 1 1 0
7 5 3 2

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

26種 20種22種15種25種14種

Ⅲ Ⅳ

4 2 1 0
2 0 0 0
6 2 1 0

ウグイ
アカザ
カワヨシノボリ
カマツカ
シマドジョウ類
カジカガエル

チラカゲロウ
タニガワカゲロウ類

キベリマメゲンゴロウ 
ナベブタムシ

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ

サナエトンボ類

シロタニガワカゲロウ
マダラカゲロウ類

ナベブタムシ 
ガガンボ類
モノアラガイ

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ
ニンギョウトビケラ

ハグロトンボ
オニヤンマ

チラカゲロウ
タニガワカゲロウ類

コガムシ
ガガンボ類

ヒゲナガカワトビケラ
シマトビケラ類 
ニンギョウトビケラ

チラカゲロウ
キイロカワカゲロウ
タニガワカゲロウ類
マダラカゲロウ類
コカゲロウ類

コオイムシ
ガムシ
ガガンボ類

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ
カクツツトビケラ 
ニンギョウトビケラ

ハグロトンボ
サナエトンボ類

チラカゲロウ
シロタニガワカゲロウ
キイロカワカゲロウ
フタスジモンカゲロウ
マダラカゲロウ類
コカゲロウ類

ヒメシマチビゲンゴロウ
コオイムシ
ナベブタムシ
アメンボ類 

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ
カクツツトビケラ類

ハグロトンボ
サナエトンボ類 

チラカゲロウ
シロタニガワカゲロウ
マダラカゲロウ類
コカゲロウ類

ナベブタムシ
ガガンボ類 

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ

サナエトンボ類

シロタニガワカゲロウ
クシゲマダラカゲロウ
ヒメヒラタカゲロウ類
トゲマダラカゲロウ類

モンキマメゲンゴロウ
マメゲンゴロウ類
ナベブタムシ
アメンボ類
ガガンボ類

ヒゲナガカワトビケラ

サナエトンボ類

タニガワカゲロウ類

コオイムシ

ヒゲナガカワトビケラ
シマトビケラ類

サナエトンボ類
オニヤンマ

マダラカゲロウ類

マメゲンゴロウ類
ユスリカ類（外来）
アブ類

ウルマーシマトビケラ
カクツツトビケラ
ニンギョウトビケラ

チラカゲロウ
シロタニガワカゲロウ
キイロカワカゲロウ
マダラカゲロウ類
トゲマダラカゲロウ類
モンカゲロウ類

コオナガミズスマシ
コオイムシ
マツモムシ
ナベブタムシ
ガガンボ類

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ 

サナエトンボ類

チラカゲロウ
タニガワカゲロウ類
コカゲロウ類

ガムシ類
ガガンボ類

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ
ニンギョウトビケラ

キベリマメゲンゴロウ
モンキマメゲンゴロウ
コオナガミズスマシ
ナベブタムシ
ガガンボ類

ウルマーシマトビケラ
ヒゲナガカワトビケラ

コヤマトンボ
オニヤンマ
ハグロトンボ
サナエトンボ類
カワトンボ類

3
37

○
●

11

1

○

○

1 ○

13 ○
16 ●

合計（1欄＋2欄）

その地点の⽔質階級

にごりなし
においなし

7⽉28⽇

○印と●印の個数
● 印 の 個 数

カゲロウの仲間

トビケラの仲間

トンボの仲間

その他

カゲロウの仲間

トビケラの仲間

トンボの仲間

その他

指 標 ⽣ 物

き
れ
い
な
⽔

や
や
き
れ
い
な
⽔
き
た
な
い
⽔
と
て
も
き
た
な
い
⽔

⽔
質
階
級
の
判
定

参
考

指
標
⽣
物
以
外
の
⽣
物

⿂、⽔草、⿃、その他の⽣物

種類数

⽉⽇
天気

⽔温（℃）
川幅（ｍ）

⽣物を採取した場所
⽣物採取場所の⽔深（cm）

流れの速さ
川底の状態

晴れ
24℃
35m
左岸

30cm
はやい

頭⼤の⽯

アカザ
カワヨシノボリ
ナマズ
シマドジョウ類

3
7

○
○

2 ○

2
8

○
○

1

16

○

●

3
15
2
1

○
○
○
○

13
1

1
19

○
○

○
●

にごりあり
においなし

7⽉29⽇
晴れ

27.5℃
150m
右岸

25cm
ふつう

頭⼤の⽯･こぶし⼤の⽯

アカザ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
シマドジョウ類
カジカガエル

2
160
2
3
1

2
11

○
●
○
○
○

○
●

5 ○

にごりなし
においなし

8⽉2⽇
晴れ

26.5℃
30ｍ
左岸

20cm
ふつう

頭⼤の⽯

アカザ
カワヨシノボリ
カラドジョウ
シマドジョウ類
バイカモ

1
21

10
4

1

○
●

●
○

○

2 ○

7
5

○
○

にごりなし
においなし

8⽉4⽇
⾬

22.3℃
50ｍ
右岸

50cm
ふつう

頭⼤の⽯

カワヨシノボリ
ヌマチチブ
シジミ類

8
28
9

○
●
○

1 ○

21
9
5
3
4
21

1

●
○
○
○
○
●

○

にごりなし
においなし

8⽉9⽇
晴れ
23℃
30ｍ
右岸

30cm
ふつう

頭⼤の⽯

カワヨシノボリ
ウグイ
オイカワ
シマドジョウ類
カジカガエル

2
103

○
●

5
3

○
○

4

4
1
1

16

2

6

○

○
○
○

●

○

○

にごりなし
においなし

8⽉5⽇
晴れ

25.3℃
50m
左岸

20cm
ふつう

頭⼤の⽯

○：みつかった指標生物、●多かった上位2種類の指標生物　※天竜大橋地点は、雨天により中止となったため事務局のみで実施 ○：みつかった指標生物、●多かった上位2種類の指標生物　※大田原橋地点・竜東橋地点は、雨天により中止となったため事務局のみで実施

平成大橋 伊那路橋天竜大橋天の中川橋明神橋天龍橋

⽔のにごり、におい、その他

調査場所 調査場所
調査地点名

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4

1

2

3

カワゲラ類
ヒラタカゲロウ類
ナガレトビケラ類
ヤマトビケラ類
アミカ類
ヨコエビ類
ヘビトンボ
ブユ類
サワガニ
ナミウズムシ
コガタシマトビケラ類
ヒラタドロムシ類
ゲンジボタル
コオニヤンマ
カワニナ類
ミズカマキリ
ミズムシ
タニシ類
シマイシビル
ユスリカ類
チョウバエ類
アメリカザリガニ
エラミミズ
サカマキガイ

⽔
質
階
級
Ⅰ

⽔
質
階
級
Ⅱ
⽔
質
階
級
Ⅲ
⽔
質
階
級
Ⅳ

⽔ 質

⽔ 質 階 級 Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

5 0 0 0
2 0 0 0
7 0 0 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

6 0 0 1
2 0 0 0
8 0 0 1

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

2 0 0 0
2 0 0 0
4 0 0 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

6 3 1 0
2 0 0 0
8 3 1 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

6 1 1 0
2 0 0 0
8 1 1 0

Ⅰ Ⅱ

⽔質階級Ⅰ

19種 15種9種16種20種20種

Ⅲ Ⅳ

6 1 1 1
2 0 0 0
8 1 1 1

アカザ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
ウグイ
シマドジョウ類

12
8
7

●
●
○

5 ○

2 ○

7 ○

7
2
2

○
○
○

合計（1欄＋2欄）

その地点の⽔質階級

にごりなし
においなし

7⽉28⽇

○印と●印の個数
● 印 の 個 数

指 標 ⽣ 物

き
れ
い
な
⽔

や
や
き
れ
い
な
⽔
き
た
な
い
⽔
と
て
も
き
た
な
い
⽔

⽔
質
階
級
の
判
定

参
考

指
標
⽣
物
以
外
の
⽣
物

⿂、⽔草、⿃、その他の⽣物

種類数

⽉⽇
天気

⽔温（℃）
川幅（ｍ）

⽣物を採取した場所
⽣物採取場所の⽔深（cm）

流れの速さ
川底の状態

晴れ
25.6℃
20m
左岸

40cm
ふつう

頭⼤の⽯

アカザと卵
カジカ
カワヨシノボリ
オイカワ
シマドジョウ類
カワリヌマエビ
ツチガエル

8

1
3

●

○
○

2 ○

2 ○

9
1
2

●
○
○

にごりなし
においなし

7⽉29⽇
晴れ

28.4℃
10ｍ
 全体
30cm
ふつう

こぶし⼤の⽯

カジカ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
カワムツ
シマドジョウ類
カジカガエル

1
24
3

○
●
○

4 ○

1

1
9

○

○
○

41

2
1

●

○
○

にごりなし
においなし

8⽉2⽇
晴れ

26.8℃
10ｍ
全体

40cm
ふつう

こぶし⼤の⽯

なし

カワゲラ類 サワガニ ヒラタカゲロウ類

1
2

●
●

にごりなし
においなし

8⽉4⽇
くもり
20.9℃
30ｍ
全体

30cm
ふつう

頭⼤の⽯

アカザ
カワヨシノボリ
シマドジョウ類

1
18
2

7
20
1

3

○
●
○

○
●
○

○

39
31
2
3

16

●
●
○
○

○

にごりなし
においなし

8⽉25⽇
くもり

 24.8℃
 30m
全体

15cm
ふつう
頭⼤の⽯

カジカ
カワヨシノボリ
アブラハヤ
ウグイ
ウキゴリ
シマドジョウ類
カワリヌマエビ
カジカガエル

にごりなし
においなし

8⽉9⽇
晴れ

26.4℃
40m
左岸

30cm
おそい

頭⼤の⽯

竜東橋（三峰川）伊那富橋（横川川）大田原橋（太田切川）新前沢橋（前沢川）新虻川橋（虻川）上溝橋（松川）

⽔のにごり、におい、その他

調査地点名（河川名）

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
1
2
3
4
5

1
2
3
4
5

1
2
3
4

1

2

3

調査結果天竜川 支川

⽔質階級 Ⅰ :きれいな⽔

⽔質階級 Ⅱ :ややきれいな⽔

⽔質階級 Ⅲ :きたない⽔

⽔質階級 Ⅳ :とてもきたない⽔

飯⽥市⿓江 飯⽥市上郷別府⾼森町下市⽥ 豊丘村神稲中川村⽚桐 中川村⽚桐駒ヶ根市下平 駒ヶ根市下平箕輪町中箕輪 伊那市上新⽥伊那市下新⽥ ⾠野町⾠野
621 3 5 7 9 10 4 8 1211

今年の水生生物調査結果
ちょう  さ

ちょう  さ けっ  か てん りゅう がわ ちょう  さ けっ  か し  せん

けっ  か ち  てん はん ていみず

こ　　　とし すい　　 せい　  せい　  ぶつ ちょう　 さ      けっ    か



河床（川底）

呼吸や活動をする

空中に炭素がでていく
陸上

川の中
魚が水生生物を
餌として食べる

他の水生生物が
フンを餌として
食べる

巣網

川のよごれ
（微粒子有機物） 巣網で粒子をキャッチし

たべる

成虫になって陸上に
飛び立つ

成虫や魚が鳥
などに食べられる

1 2

3

【水生生物が暮らしている場所】
①石の表面　②石と石の 間　③川底　
④水面や水草近く

4

5 6

水生生物の食性と食べ方

⽔⽣⽣物は、⼤きく分けて、①川底の⽯の表⾯などに付いている藻や沈⽔植物を⾷べる
草⾷の種と、②⽔⽣⽣物などを捕まえて⾷べる⾁⾷の種、③有機物（⽔中を流れる細か
な汚れや河床にたまった落ち葉、⽔⽣⽣物のフンなど）を集めたりすくい取って⾷べる種
の3つに分けることができます。
また、同じものを⾷べていても、種によって⾷べ⽅が違っています。

かた

【⾷べ⽅】
噛み砕く、表⾯を削る
摘み取る など

【⾷べ⽅】
飲み込む、噛み切る
吸汁する など

【⾷べ⽅】
網を張る、採集する
摘み取る、など

⻑野県内の天⻯川では、約40年にわたって⽔⽣⽣物調査を⾏っています。平成6年頃までは、諏訪湖の⽔質悪化
が進んだこともあり、諏訪湖に近い⾠野町から伊那市にかけての天⻯川の⽔はきれいとは⾔えない状態でした。
しかし、それ以降は、きれいな⽔と判定される場所が多くなり、ここ最近はきれいな⽔という判定となっていま
す。また、天⻯川の⽀川では、調査が始まった平成13年からほとんど全てきれいな⽔という判定が続いています。
最近の⽔質改善とともに⽔⽣⽣物による⽔質判定結果がどのように変わってきたのかを⾒てみましょう。

⽔質が良くなかった ⽔質が良くなってきた

S62
箕輪町（伊那路橋）
伊那市（平成⼤橋）
駒ヶ根市（天⻯⼤橋）
中川村（天の中川橋）
⾼森町（明神橋）
飯⽥市（天⿓橋）

⾠野町（横川川）
伊那市（三峰川）
駒ヶ根市（太⽥切川）
中川村（前沢川）
豊丘村（虻川）
飯⽥市（松川）

調査場所（地点名） S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

よい⽔質が続いている

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

R3 R4

R4R3調査場所（河川名）

※

※H13〜23年は「⼤久保橋」、
 H24〜29年は「駒⾒⼤橋」で実施

⽔質判定結果の記号
Ⅰ.きれいな⽔
Ⅱ.ややきれいな⽔
Ⅲ.きたない⽔
Ⅳ.とてもきたない⽔
⽋測

の⽔質の変化天竜川

支川 の⽔質の変化

上
流

下
流

上
流

下
流

水生生物からみた天竜川の水質の変化

ヒゲナガカワトビケラの巣網ヒゲナガカワトビケラの巣網

カワゲラ類カワゲラ類 ヘビトンボヘビトンボ

川がきれいになるメカニズム川がきれいになるメカニズム

食べる・フンをする・息をする・成長する（陸上の虫になる）・食べられる
さまざまな種が生息する川では、そ

こに暮らす生きものたちによって、

少しずつきれいになっていきます。

さらに、水生生物の多くは、成虫に

なると陸上へ飛びたち、時には鳥や

カエルなどの餌となります。このよ

うに、水中に暮らす小さな生きもの

も、いろいろな環境や生きものと関

係して生態系は成り立っています。

②⽔⽣⽣物を⾷べる種①付着藻類や沈⽔植物を⾷べる種 ③有機物を⾷べる種
（落ち葉なども含む）

ヒゲナガカワトビケラヒゲナガカワトビケラ フタスジモンカゲロウフタスジモンカゲロウヒラタカゲロウ類ヒラタカゲロウ類 ヒラタドロムシヒラタドロムシ

摘み取りタイプの
カワニナ類

摘み取りタイプの
カワニナ類

⽯の表⾯についた
珪藻（藻の⼀種）
⽯の表⾯についた
珪藻（藻の⼀種）

カクツツトビケラ類カクツツトビケラ類 ヨコエビ類ヨコエビ類

ガガンボ類ガガンボ類 カワニナ類カワニナ類

オニヤンマオニヤンマ

 右の図の番号で選んでね右の図の番号で選んでね

ナガレトビケラ類ナガレトビケラ類 アミカ類アミカ類 ミズスマシミズスマシ

コオニヤンマコオニヤンマ ミズカマキリミズカマキリ

コオイムシコオイムシ シマイシビルシマイシビル

チラカゲロウチラカゲロウ コガタシマトビケラ類コガタシマトビケラ類

ブユ類ブユ類 ユスリカ類ユスリカ類

網を張るタイプの
シマトビケラ類

網を張るタイプの
シマトビケラ類

噛み切りタイプの
カワゲラ類

噛み切りタイプの
カワゲラ類

すい　　 せい    せい    ぶつ しょく　 せい た かた

てんりゅうがわなが  の  けん ない すいしつ あっ か すいせい せい ぶつ おお かわ ぞこ いし ひょうめん つ も た

そうしょく しゅ すい せい せい

ちんすいしょくぶつわ

すす

す わ こ

す あみ

ねん ごろ

みずてんりゅうがわ

はん てい ば しょ

い ぶつ つか た にくしょく しゅ すいちゅう なが こま

よご かしょう お ば すい せい せい ぶつ

ゆう   き  ぶつじょうたい

すべ みず

しゅ たたおな かた ちが

みず

つづはん てい

ふちゃくそうるい ちんすいしょくぶつ しゅ しゅたた たすいせいせいぶつ しゅゆうきぶつ

い こう

い な  しす わ  こ たつ の まちちか

さい きんおお みず はんてい あつ しゅ

か

た かた た かた た

いし ひょうめん

けいそう も いっしゅ

つ と きゅうじゅう

くだ けず の あみ

つ と

は さいしゅうこ か きひょうめん

つ

るい るい るい

と か き あみ は

と た

わ

⽔⽣⽣物は、⽯の表⾯にくっついている種もいれば、⽯の隙間
が好きな種や、川底に隠れている種など、さまざまです。
⽔⽣⽣物の体の形から、⾒つけやすい場所を予想してみま
しょう︕

すいせい せい ぶつ いし ひょうめん

すいせいせいぶつ

いし いし いし かわぞこ

みずくさちかすいめん

ひょうめん すき  ま

く ば しょ

しゅ いし すき   ま

す しゅ しゅかわ ぞこ かく

すい せい せい ぶつ からだ かたち み ば  しょ よ  そう

ちょうさし  せんてんりゅうがわ

さい きん すい しつ かい ぜん

はじ へい せい ねん

すいせい せい ぶつ

すいせい せい ぶつ すいしつ はん てい けっ  か

ちょうさ

みか

やく ねん おこな へい せい

すい　　 せい　  せい　  ぶつ

水生生物が川の水をきれいにしているってホント？
かわ みず

てん　 りゅう　　がわ すい　 しつ へん　 か

てん りゅう  がわ すい   せい  せい  ぶつ た

水生生物の形態
すい　　 せい    せい    ぶつ けい　　 たい

い

しゅ く
みぎ  ず ばんごう えら

かたち ちが

みず むかし

すい　　せい　  せい　  ぶつ

水生生物の一種であるヒゲナガカワトビケラ（通称ザザムシ）の幼虫は、川底の石

と石の間に体から吐き出した糸をくっつけて網を張り、川を流れてくるアオコなど

の汚れをあつめ、それを食べて成長します。その結果、川はきれいになります。

天竜川は、ヒゲナガカワトビケラの生息数が日本一多いという調査結果もあります。

他にも、川に流れる汚れ（有機物）を食べて成長する水生生物はたくさんいます。

は

かわけっかた せいちょう

てんりゅうがわ にほんいちせいそくすう おお ちょうさけっか

かわほか なが よご ゆうきぶつ た せいちょう すいせいせいぶつ

しゅ かわ

すこ

すいせいせいぶつ おお せいちゅう

りくじょう と とき とり

く い

せいそく

かわ なが

よご

だ

ようちゅう かわぞこすいせいせいぶつ いっしゅ いし

いし あいだ からだ あみいと は

りくじょう

かわ

かしょう かわぞこ

なか

こきゅう かつどう

くうちゅう たんそ
と た

せいちゅう りくじょう さかなせいちゅう とり

た

かわ

すあみ

すあみ

りゅうしびりゅうしゆうきぶつ

いき せいちょう りくじょう むし たた

ほか

さかな すいせいせいぶつ

えさ

えさ た

た

すいせいせいぶつ

えさ

すいちゅう く ちい い

かんきょう かん

せいたい なけいけい た

【こたえ】オニヤンマ…③、ナガレトビケラ類…②、アミカ類…①、ミズスマシ…④


